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最
高
裁
判
所
発
注
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
関
連
の

一
般
競
争
入
札
で

「
一
社
応
札
」
が

続
出
し
、
１
０
０
％
を
含
む
高
い
落
札
率
が
大
半
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
最

高
裁
は
談
合
や
予
定
価
格
の
漏
え
い
を
否
定
し
、

「
シ
ス
テ
ム
が
特
殊
な
た
め
参
加
業
者
が
少
な

く
な
る
。
現
状
で
は
や
む
を
得
な
い
」
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
予
算
の
原
資
は
国
民

一
人

一
人

の
税
金
。
落
札
率
高
止
ま
り
に
本
当
に
改
善
の
余
地
は
な
い
の
か
。
　

　

　

　

　

（上
田
千
秋
）

最
高
裁
が
ま
と
め
た

コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
関
連

の
入
札
状
況

の

一
覧
表

に

は
、

「
司
法
情
報
通
信
シ
ス

テ
ム
の
設
定
」

「
裁
判
員
候

補
者
名
簿
管
理
シ
ス
テ
ム
の

開
発
」
な
ど
の
案
件
名
が
並

ぶ
。
契
約
金
額
は

一
億
円
以

下
が
大
半
だ
が
、
中
に
は
二

億
円
を
超
す
も
の
も
あ
る
。

入
札
者
数
の
欄
に
目
を
向

け
る
と
、
並
ん
で
い
る
数
字

は

「
１
」
ば
か
り
。

一
社
応

札
の
多
さ
が

一
目
瞭
然
だ
。

最
高
裁
経
理
局
の
染
谷
武
宣

総
務
課
長
は

「
入
札
に
参
加

す
る
か
ど
う
か
は
業
者
の
判

断
。
最
高
裁
と
し
て
は
い
か

ん
と
も
し
が
た
い
」
と
説
明

す
る
が
、
複
数
の
業
者
が
参

加
す

れ
ば
競
争
原
理
が
働

き
、
落
札
率
が
低
く
な
る
こ

と
は
、
実
際
の
入
札
結
果
か

ら
明
ら
か
だ
。

例
え
ば
、
三
社
が
参
加
し

た
二
〇
〇
九
年
九
月
の

「刑

事
裁
判
事
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
開
発
」
の
落
札
率
は
４２

ｏ

９３
％
ｏ
三
社
が
参
加
し
た

一

〇
年
七
月
の

「
民
事
執
行
事

件
処
理
シ
ス
ス
ム
の
Ｗ

ｉ

ｎ

ｄ

Ｏ
Ｗ
Ｓ
　
Ｖ
ｉ

Ｓ
ｔ
ａ
対

応
等
改
修
」
で
は
２９

ｏ
４５
％

に
ま
で
下
が

っ
て
い
る
。
複

数
業
者
が
参
加
し
た
他
の
入

札
の
落
札
率
も
、
軒
並
み
９０

％
を
下
回

っ
て
い
る
。

染
谷
課
長
は

「
（
一
社
応

札
で
）
落
札
率
が
高
止
ま
り

に
な

っ
て
い
る
こ
と

へ
の
間

題
意
識
は
持

っ
て
い
る
。
参

加
業
者
が
増
え
る
よ
う
対
策

を
考
え
て
い
る
」
と
話
す
。

た
だ
、
実
行
し
て
い
る
の
は

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

ヘ
の
情
報
掲

載
と
公
告
期
間
を
長
め
に
設

定
す
る
程
度
。
こ
れ
で
は
根

本
的
な
問
題
解
決

に
は
な
ら

な

い
。

一
方

で
、
最
高
裁

の
予
定

価
格

は
も
と
も
と
高
す
ぎ
る

と
い
う
見
方
も
あ
る
。
観
劇

ａ
囃
剃
ｕ
叫
内
容
ｄ
国
目
刻

割
り
Ⅲ
盆
Ц
劉

園
ヨ
曇
コ
酎
割

国

ｏ

　

¨

・

最
高
裁
の
予
定
価
格
の
高

さ
は
、

一
〇
年
十

一
月
の
参

院
予
算
委
員
会
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
。
問
題
視
さ

れ
た
の
は
、
〇
八
年
九
月
に

検
察
審
査
会
で
導
入
さ
れ
た

シ
ス
テ
ム
。
有
権
者
名
簿
を

基
に
抽
出
し
た
候
補
者
の
中

か
ら
審
査
員
と
補
充
員
を
選

ぶ
も
の
で
、
同
年
二
月
に
四

社
が
参
加
し
て
入
札
が
行
わ

れ
た
。

シ
ス
テ
ム
導
入
以
前
は
福

引
で
使
わ
れ
る
手
動
の

「
抽

選
器
」
で
選
ん
で
い
た
。
そ

れ
ほ
ど
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
と

も
考
え
に
く
い
が
、
落
札
額

は

二
千

四
百
九
十
九

万

円

（
落
札
率
７８

・
５５
％
）
０
質

問
し
た
民
主
党
の
森
ゆ
う
こ

議
員
は

「
（外
部
か
ら
は
）

安
く
て
七
百
万
円
、
ど
ん
な

に
高
く
て
も
千
四
百
万
円
と

い
う
指
摘
が
あ

っ
た
」
と
追

及
し
た
。
前
出
の
専
門
家
Ｕ

本
紙
洲
耐
細
Ｈ
Ч
司
コ
到
ヨ
劇

耐
『
州
冽
笏
劃
覇
御
＝
饉
「

劃
創
Я
ヨ
目
０
カ

ヨ

。

ヨ
紹
目
笥
で
現
３

リ
ヨ
藝
劃
訓
電

「予定価格高い」と疑問も

1社応札や高い落札率が
相次いでいたことが明ら
かにな つた最高裁 =東京
都千代田区で
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予
定
価
格
の
決
め
方
も
、

り
を
取
り
、
積
算
価
格
よ
り

靡

討観針［”猜髪
　

過
去
に
東
一暴
一口同
裁

「問

題

あ

り

」
と

指

摘

「
目
隠
し
シ
ー
ル
」
の
受
注

業
者

を
決
め

る
入
札

の
前

り
大
幅
に
高
い
金
額
で
見
積

る
点

で
反
省
が
求

め

ら
れ

約
な
ど
約
七
千
九
百
件

（契

検
査
院
の
報
告
書
に
は

「
国

に
、
当
時
は
珍
し
か

っ
た
シ

も
り
を
出
し
て
い
た
。　
　
　
る
」
と
し
て
発
注
者
の
責
任

約
額
計

約

二
兆

七
千
億

円

の
主
体
的
関
与
を
高
め
、
受

―
ル
の
資
料
が
な
い
た
め
、
　
　
東
京
高
裁
は
九
二
年
十

二

に
言
及
し
た
。
　
　
　
　
　
　
分
）
を
調
査
。
す
る
と
、
予

注
者
と
の
緊
張
関
係
を
維
持

四
社
＝
独
占
禁
止
法
違
反
罪

月
の
判
決
で

「
見
積
も
り
を

　

会
計
検
査
院
も
二
〇
〇
二

定
価
格
を
国
が
決
め
て
い
る

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
」
と

で
い
ず
れ
も
有
罪
＝
か
ら
見

業
者
に
求
め
れ
ば
、
過
大
な

年
度
、
同
様
に

「
問
題
が
あ

の
は
６
％
し
か
な
く
、
完
全

の
意
見
が
付
け
ら
れ
た
。

積
も
り
を
取

っ
て
予
定
価
格

額
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
容

る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い

に
業
者
任
せ
が
３０
％
、
双
方

　

改
め
る
チ
ャ
ン
ス
が
何
度

を
決
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

易
に
予
測
で
き
る
」
と
指
摘

る
。
検
査
院
は
、
九
八
～
○

の
情
報
を
基
に
算
出
し
た
の

も
あ
り
な
が
ら
、　
一
向
に
変

四
社
は
自
分
た
ち
の
利
益
を

し
、

「
社
保
庁
に
も
談
合
を

一
一年
度
に
各
省
庁
が
結
ん
だ

が
５０
％
で
、
合
わ
せ
て
八
割

わ
ら
な
か

っ
た
最
高
裁
の
手

増
や
そ
う
と
、
市
場
価
格
よ

誘
発
、
助
長
し
た
と
み
ら
れ

情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
契

が
業
者
に
依
存
し
て
い
た
。
　
法
。
専

門
家

は

ど
う
見

る

か
。元

公
正
取
引
委
員
会
首
席

審
判
官
の
鈴
木
満
弁
護
士
は

「
落
札
価
格
が
低
す
ぎ
て
、

予
算
が
余

っ
て
も
役
所
は
困

る
。

「
予
定
価
格
が
適
正
で

な
か

っ
た
』
と
批
判
も
さ
れ

て
し
ま
う
」
と
役
所
側
の
立

場
を
解
説
す
る
。
単
年
度
制

の
日
本
で
は

一
年
ご
と
に
予

算
を
使
い
切
る
の
が
原
則
。

使
わ
な
い
と
翌
年
以
降
は
減

ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

ほ
ぼ
全
額
を
消
化
す
る
の
が

望
ま
し
い
の
だ
と
い
う
。

鈴
木
弁
護
士
は

「
一．分
か

ら
な
い
ん
だ
か
ら
価
格
は
業

者

に
聞

く
し
か

な

い
だ

ろ

う
』
と
の
意
識
が
最
高
裁
に

あ
る
と
し
て
も
、
そ
ん
な
こ

と
を
し
た
ら
相
手
の
意
の
ま

ま
に
な

っ
て
し
ま
う
。
税
金

を
効
率
的
に
使
お
う
と
い
う

発

想
が

な

い
」

と
批

判

す

る
。「し

わ
寄
せ
は

国
民
に
来
る
」

「
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
入
札
は

だ

い
た

い
業
者

の
言

い
な

り
。
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

（
住
基
ネ
ツ
ト
）
が

始
ま

っ
た
当
初
も
似
た
よ
う

．

な
状
況
だ

っ
た
」
と
話
す
の

は
、
全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ

ン
連
絡
会
議

（
名
古
屋
市
）

事
務
局
長
の
新
海
聡
弁
護
士

だ
。

‐
‥
‥
ト
ロ
ト
ト
‥
」

間
で

『
今
回
は
Ａ
社
で
」
と

い

っ
た
暗
黙
の
了
解
が
あ
る

の
か
、
実
際
に
話
し
合
い
が

あ

っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
自
由
競
争
を
阻
害
す
る

何
ら
か
の
要
因
が
働
い
た
結

果
」
と
み
る
。
　
三

社
応
札

で
余
分
な
税
金
が
使
わ
れ
た

し
わ
寄
せ
は
結
局
、
国
民
に

来
る
。　
一
番
低
い
業
者
の
見

積
も
り
か
ら
さ
ら
に
Ю
～
２０

％
下
げ
た
数
字
を
予
定
価
格

に
す
る
な
ど
、
少
し
で
も
税

金
を
節
約
す
る
努
力
が
最
高

裁
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
」

こ
ね
荏
茶
番
と
い

う
。
裁
判
所
自
身
が
問
題

点
を
指
摘
し
て
い
た
と
い

わ
」
鍵
師
事
配
夢
¨
膵
翻

一

”
絆
”
』
い
け
な
“
¨
安

一

裁
判
所
だ

っ
て
税
金
で
成

り
一二
っ
て
い
る
。

（
国
）

一


